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（技術名）ニガウリ「汐風」の花粉の長期保存とその利用方法 

（要約）家庭用冷蔵庫を用いて低温乾燥前処理、冷凍冷蔵、加湿順化処理を行うことで安価

で生産現場で利用可能なニガウリの花粉貯蔵が可能である。 
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［背景・ねらい］ 

本県における冬期のニガウリ栽培において、受粉に用いる花粉が低温による障害を受け、着果

が安定しない場合が多く、特に沖縄本島北部地域で著しい。ニガウリの花粉は－18℃で 60 日程

度まで保存が可能で、保存前に４℃かつ低湿度で 60 分間前処理し、保存後に常温・高湿度で

60 分間順化させると、さらに発芽率が高くなることが明らかになっている。そこで、安価で生

産現場で利用可能なニガウリの花粉貯蔵を行うため、家庭用の冷蔵庫を用いた低温乾燥前処理、

冷凍冷蔵、加湿順化処理と利用の簡易手法について検討を行った。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ニガウリ花粉を、低温乾燥前処理、冷凍保存、加湿による順化処理を行うことで、約 60
日程度の長期保存が可能である。 

２．花粉保存の前処理は、花粉を内包した薬包紙をザル上に並べ、概ね温度４℃の家庭用冷

蔵庫内に入れ、60 分間静置する（図）。 

３．冷凍保存は、概ね-18℃の家庭用冷凍庫に薬包紙の入った密閉袋を入れ、最大 60 日以内

を目安に行う（図）。  

４．順化処理は、保存花粉を使用する前に、密閉容器の中に濡れたティッシュペーパー等と

同梱し、フタで密閉した後、常温で 60 分静置する（図）。 

５．受粉は、筆を用いて行う（図）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．ニガウリ促成栽培を行う生産農家の安定着果及び育種研究に活用する。 

２．本研究に供試した品種は、県育成の「汐風」である。 

３．本技術は、花粉採取時期は定植後 11～12 月に行い、１～２月の低温期の受粉に用いるこ

とを想定している。 

４．受粉に要する花粉量は雄花１花分の保存花粉あたり１～３花（雌花）とし、受粉させる

ニガウリの栽植本数を想定して小分けに保存する。 

５．10a/日あたりの受粉に要する雄花の数は 360 花程度である。 

６．受粉に使用した保存花粉を使い切るようにし、再保存しないようにする。 

７．保存後は、乾燥により急速に花粉の劣化が進むため、常温に戻し、順化処理後は直ちに

受粉を行う。 

８．一般的な薬包紙の価格は、１包（105×105mm,1000 枚入り）で定価 380 円（税抜き）程度

である。 
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［具体的データ］ 

 
図 保存花粉を用いた受粉作業の工程 

 

［その他］ 
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